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瓢塚古墳（勝原区丁）

I 第七巻 下資料編考古 H次・掲載内容 : 
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H 次

旧石器時代

縄文時代

弥生時代

前方後円墳時代

官価と寺の時代

城と梢の時代
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発刊当時のチラシにつき既刊と表示されていない巻もありますが、姫路市史は全巻（１６巻２３冊）発刊済です。

こ
の
た
び
「
姫
路
市
史
」
第
十
七
阿
配
本
と
し
て
、
資
料
編
第
七
巻
（
下
）

考
古
編
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
脅
料
編
は
姫
路
市
域
の

原
始
・
古
代
の
主
要
な
追
跡
や
追
物
を
個
別
に
解
説
し
た
も
の
で
、
私
た
ち

の
郷
十
の
歴
史
を
学
ぶ
一
助
と
な
る
も
の
で
す
が
、
諸
般
の
事
佑
に
よ
り
刊

行
が
大
幅
に
近
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
衷
心
よ
り
お
詑
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
こ
の
贅
料
編
で
は
今
ま
で
発
掘
調
査
報
告
害
が
刊
行
さ
れ
な
か
っ

た
迫
跡
も
含
め
て
、
市
域
に
所
在
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
辿
跡
を
網
羅
し

て
い
ま
す
。
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
旧
石
器
時
代
で
は
、
九
ヵ
所
の
追
跡
か
ら

出
土
し
た
旧
石
器
が
図
化
さ
れ
て
、
所
在
地
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文
時

代
で
は
、
飢
え
に
苦
し
み
な
が
ら
も
必
死
に
砕
ら
し
た
縄
文
人
の
生
活
を
復

原
し
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代
で
は
、
本
邦
初
の
銅
鐸
の
石
製
鋳
型
が
出
土
し

た
名
古
山
追
跡
が
圧
巻
で
す
。
前
方
後
円
墳
時
代
で
は
、
市
域
最
大
の
坦
場

山
占
瑣
を
は
じ
め
、
大
半
の
前
方
後
円
瑣
の
実
測
図
を
作
成
し
、
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
既
に
破
壊
さ
れ
消
滅
し
た
古
墳
の
再
発
見
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
特
徴
の
あ
る
柚
穴
式
石
室
も
可
能
な
限
り
実
測
し
、
図
化
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
渡
来
系
の
追
物
が
大
禁
に
出
土
し
た
宮
I
l
l
古
瑣
や
見
野
長

塚
古
瑣
、
山
崎
山
古
墳
群
な
ど
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
官
而
と
寺
の
時
代

で
は
、
出
土
し
た
古
瓦
や
土
器
、
辿
構
な
ど
か
ら
播
庖
国
府
や
古
代
寺
院
、

駅
家
跡
な
ど
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
人
々
の
森
ら
し
ぶ
り
を
垣
I
M
J

見
ま
し
た
。
最
後
に
、
城
と
梢
の
時
代
で
は
市
域
の
主
要
な
中
世
城
祁
を
取

り
上
げ
て
お
り
、
播
磨
中
枇
史
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
る
で
し
ょ

、
つ

市
史
発
刊
に
よ
っ
て
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
市
域
の
考
古
辿
跡
や
辿
物

が
、
よ
う
や
く
市
民
共
有
の
財
瓶
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
文
箪
は
で
き
る
限

り
平
易
に
、
難
解
淡
字
や
追
跡
名
に
は
ル
ビ
を
う
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読

者
の
理
解
の
便
宜
を
図
っ
て
、
本
文
は
見
聞
き
と
し
、
図
や
写
真
を
多
川
し

て
い
ま
す
。
一
一
年
後
に
姫
路
市
史
考
古
の
本
編
を
発
刊
す
る
予
定
で
す
。
合

わ
せ
て
座
右
の
書
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
す
。

原
始
・
古
代
の
姫
路
市
域

資
料
編
第
七
巻
（
下
）
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
l

第
十
六
巻
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引
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第
十
五
巻
下

文
化
財
編2

（
既
刊
）

第
十
五
巻
巾

文
化
財
編1

（
既
刊
）

第
十
五
巻
t

民
俗
紺

（
既
刊
）

別
編
第
十
四
巻

姫
路
城
（
既
刊
）

第
十
三
巻
下

近
現
代
3

第
十
三
巻
t

近
現
代
2

（
既
刊
）

第
十
二
巻

近
現
代
1

（
既
刊
）

第
十
一
巻
下

近
枇
3

（
既
刊
）

第
十
一
巻
t

直
接
購
入
の
場
合

城
内
図
書
館
史
料
賂
理
担
当
、

一
市
政
惜
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
1
階
）
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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0
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町
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_
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（
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
内
）

―
城
内
図
書
餡
史
料
賂
理
担
当

近
龍
2

（
既
刊
）

第
十
巻

近
世
l

（
既
刊
）

●
現
金
翡
留
・
郵
便
為
双L
I

左
記
住
所
ま
で
ご
送
金
く
だ
さ
い

第
九
巻

中
世
2

史
料
編
第
八
巻

古
代
・
中
間
1

（
既
刊
）

第
七
巻
下

考
古
（
今
回
発
刊
）

貨
料
編
第
七
巻
上
自
然

（
既
刊
）

第
六
巻

近
現
代
3

猟
布
方
法

郵
送
希
望
の
場
合

第
五
巻
下
近
現
代

2

（
既
刊
）

第
五
巻
上
近
現
代
ー

（
既
刊
）

（
既
刊
）

顔
価
五
、

0
0
0

円

（
一
部
に
つ
き
）
送
料
五
百
円

第
四
巻

近
世
2

第
三
巻

近
世
1

（
既
刊
）

第
二
巻

古
代
・
巾
世

本
の
体
裁
A
5
判
上
製
本

中
性
高
質
紙
使
川

装
T
用
織
物
表
示

貼
箱
入

第
一
巻
下
考
古

本
編
第
一
巻
上
自
然

書
名
姫
路
市
史
第
ヒ
巻
下
脊
料
編
考
古

既
刊
案
内

（
既
刊
）

読
申
し
込
み
に
つ
い


